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或
夏
の
夜
、
ま
だ
文
科
大
学
の
学
生
な
り
し
が
、
友
人
山
宮
允
君
と
、
観
潮
楼
へ
参
り
し
事
あ
り
。
森

先
生
は
白
き
シ
ャ
ツ
に
白
き
兵
士
の
袴
を
つ
け
ら
れ
し
と
記
憶
す
。
膝
の
上
に
小
さ
き
令
息
を
の
せ
ら
れ

つ
つ
、
仏
蘭
西
の
小
説
、
支
那
の
戯
曲
の
話
な
ど
せ
ら
れ
た
り
。
話
の
中
、
西
廂
記
と
琵
琶
記
と
を
間
違

え
居
ら
れ
し
為
、
先
生
も
時
に
は
間
違
わ
る
る
事
あ
る
を
知
り
、
反
っ
て
親
し
み
を
増
せ
し
事
あ
り
。
部

屋
は
根
津
界
隈
を
見
晴
ら
す
二
階
、
永
井
荷
風
氏
の
日
和
下
駄
に
書
か
れ
た
る
と
同
じ
部
屋
に
あ
ら
ず
や

と
思
う
。
そ
の
頃
の
先
生
は
面
の
色
日
に
焼
け
、
如
何
に
も
軍
人
ら
し
き
心
地
し
た
れ
ど
、
謹
厳
な
ど
と

云
う
堅
苦
し
さ
は
覚
え
ず
。
英
雄
崇
拝
の
念
に
充
ち
満
ち
た
る
我
等
に
は
、
快
活
な
る
先
生
と
の
み
思
わ

れ
た
り
。

　
又
夏
目
先
生
の
御
葬
式
の
時
、
青
山
斎
場
の
門
前
の
天
幕
に
、
受
附
を
勤
め
し
事
あ
り
し
が
、
霜
降
の

外
套
に
中
折
帽
を
か
ぶ
り
し
人
、
わ
が
前
へ
名
刺
を
さ
し
出
し
た
り
。
そ
の
人
の
顔
の
立
派
な
る
事
、
神

彩
あ
り
と
も
云
う
べ
き
か
、
滅
多
に
世
の
中
に
あ
る
顔
な
ら
ず
。
名
刺
を
見
れ
ば
森
林
太
郎
と
あ
り
。
お

や
、
先
生
だ
っ
た
か
と
思
い
し
時
は
、
も
う
斎
場
へ
入
ら
れ
し
後
な
り
き
。
そ
の
時
先
生
を
見
誤
り
し
は
、

当
時
先
生
の
面
の
色
黒
か
ら
ざ
り
し
為
な
る
べ
し
。
当
時
先
生
は
陸
軍
を
退
か
れ
、
役
所
通
い
も
止
め
ら

れ
し
か
ば
、
日
に
焼
け
ら
る
る
事
も
な
か
り
し
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
定
稿
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
大
川
の
水
・
追
憶
・
本
所
両
国
　
現
代
日
本
の
エ
ッ
セ
イ
」
講
談
社
文
芸
文
庫
、
講
談
社

　
　
　1995
（
平
成7

）
年1

月10

日
第1

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
芥
川
龍
之
介
全
集
　
第
一
〜
九
、
一
二
巻
」
岩
波
書
店

　
　
　1977

（
昭
和52
）
年7

、9

〜12

月
、1978

（
昭
和53

）
年1

〜4

、7

月
発
行

入
力
：
向
井
樹
里

校
正
：
砂
場
清
隆

2007

年2

月12

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ

ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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